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ミレナ・イェセンスカーが想定した読者
――1920年代のモード記事において――
半　田　幸　子
はじめに
　ミレナ・イェセンスカー（Milena Jesenská, １８９６－１９４４、以下「ミレナ」と呼ぶ1）は、戦間期チェ
コの新聞・雑誌上で活躍したジャーナリストである。１９２０年代は特に、日刊紙『トゥリブナ（論壇）』
Tribuna（１９１９－１９２８）、『ナーロドゥニー・リスティ（国民新報）』Národní listy（１８６１－１９４１）、『リド
ヴェ ・ーノヴィニ（人民新聞）』Lidové noviny（１８９３－１９５２， １９８９－）のモード欄や家庭欄において、モー
ドや女性向けの記事を中心に執筆していた。彼女は当時、記者としてのみならず、翻訳家や編集者
としても活動しており、「ミレナ」の名で多くの読者に親しまれていた。彼女が、戦間期を通して
手掛けた翻訳と記事の数は１０００を優に超える2。すなわちミレナは、戦間期のチェコスロヴァキア
のジャーナリズムに強い存在感を示した人物であったといえる。
　しかし、彼女の名は今日では、プラハのユダヤ系ドイツ語作家フランツ・カフカ（Franz Kafka, 
１８８３－１９２４）の恋人の名としていわばカフカに付随する形で取り上げられることの方が多い。チェ
コスロヴァキアは、彼女が活躍した当時は議会制民主主義の体制が敷かれていたが、第二次大戦後
の１９４５年以降１９８９年までの４０年以上にもわたって共産党政権が続いた。ミレナが生前に共産党の批
判を行ったため、共産党政権下のチェコスロヴァキアにおいては彼女の党批判を見過ごすわけには
いかず、彼女に触れることはタブーとされた。その結果、彼女の活躍については、年を追うごとに、
チェコスロヴァキアにおいて忘れ去られていった。
　カフカの名と共に再び日の目を見ることになったのは、カフカからミレナに宛てた書簡集が刊行
されたからである3。それらの手紙は情熱的なものであり、また１９６３年には彼女の伝記が刊行された4。
伝記の詳細についてここで触れることは避けるが、彼女の人生が波乱に富んでいたため、伝記が刊
要　　旨
　本稿は、戦間期の新聞・雑誌上での華々しい活躍にもかかわらずこれまでほとんど著作研究
がなされてこなかったチェコのジャーナリスト、ミレナ・イェセンスカーの記事に目を向け、
彼女が１９２０年代に想定した読者像を考察した。１９２０年代は、チェコスロヴァキアが新生独立国
家としての道を歩み始めた時期である。彼女はこの時期に主にモード欄や家庭欄において女性
に向けて記事を書いた。読者として想定していたのは１９世紀以前にモードを享受していた富裕
層ではなく、独立以降に増大した新中間層の１０代後半から３０代半ばの若年層の女性であった。
その読者像から、ミレナがモード記事を通して新生国家の未来を支える女性たちの啓蒙に尽力
したことを論じた。
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行されて以降はその生涯が注目の的となった。
　ミレナはしかし、その生涯が人々の関心を惹きつけるものであっただけではなく、ジャーナリス
トとして魅力あふれる記事を多く残した人物である。そのため、その著作研究は不可欠である。さ
らに、ミレナの著作について明らかになれば、カフカ研究への貢献が期待できる上、戦間期チェコ
の文化史やメディア文化史、ジェンダー史など様々な方面への広がりが期待される。
　本稿では、生前の活躍にもかかわらず、政治的な理由からこれまでほとんど注目されてこなかっ
た彼女の執筆活動に目を向ける。その中でも特に、彼女自身がいかなる読者を対象としていたかに
焦点を絞りたい。
　先述の通り、ミレナは１９２０年代には主に女性向けの記事を書いていた。１９２０年代といえば、第一
次世界大戦後のハプスブルク帝国解体によって、チェコスロヴァキア国家が成立し、新たな道を歩
み始めた時期である。新生国家として模索するなか、著名な日刊紙において記事を書くということ
自体に意味がある。実際に、彼女の記事はほとんどが女性を啓蒙するために書かれていたといって
もよいものであった。
１．モード記者としてのミレナの略歴 5
　ミレナは、歯科医でカレル大学教授、地元の名士でもある父6と、教育者の娘である母を持ち、
一人娘として両親から期待されて育った。中欧初の女子ギムナジウム、ミネルヴァ（Minerva7）を
卒業し、父の強い勧めでカレル大学医学部に進むなど、先進的な教育も受けている。しかし、１６歳
で母を亡くして大学に進学した後はことごとく父に逆らい、大学を中退し、父の反対を押し切って
ユダヤ系の銀行家で文芸評論家のポラック（Ernst Pollak，１８８６－１９４７）と結婚し、１９１８年３月にウィー
ンへ移った。そして、１９１９年末から日刊紙において記者として活動を始めたのである。
　１９２０年代の約１０年間では、主に三つの日刊紙においてモード記事を書いていた。
　ミレナの活動の原点となる『トゥリブナ（論壇）』Tribuna （１９１９－１９２８）8では当時、彼女の学生時
代の親友イーロフスカー（Stáša Jílovská，１８９８－１９５５）が編集部のスタッフとして働いていた。その
伝手でミレナは、結婚後に転居したウィーンで暮らしながら、１９１９年末からプラハに向けて記事を
書き始めた。その内容は、主に翻訳やフェイェトン9、あるいはモードや女性向けの記事であった１０。
　１９２１年５月には、モード専門の別刷『モードニー・レヴュ（モード評）』Modní revue （１９２１－
１９２８）が創刊された。編集長はイーロフスカーが務めたが、ミレナも各号にいくつかの記事を執筆
することが多く、より一層彼女の存在感が高まった。実質的にミレナの意見も多く反映された。し
かしその存在感の高まりにもかかわらず、１９２２年１２月３１日の記事を最後に、『ナーロドゥニー・リ
スティ（国民新報、以下 NL と表記する）』Národní listy （１８６１－１９４１）１１へと活動の場を移した。
　NL は、保守派で民族主義的傾向の強い日刊紙であるが、ミレナの父もまた民族主義的思想を有
しており、本紙の愛読者であった。また作家である伯母、イェセンスカー（Růžena Jesenská, １８６３－
１９４０）も本紙に定期的に寄稿していた。ミレナは、この両者の薦めによって、執筆の場を『トゥリ
ブナ』から本紙に移したとされている１２。
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　NL においてもそれまでどおりの翻訳やフェイェトン、モード記事などを中心に執筆した。しか
し、それ以前に比べて、より幅広く、女性の生活や生き方をテーマとしたり、また子どもや大人を
対象としたアンケートを取って投稿を募ったりするなど、読者にもさらに積極的に働きかけるよう
になった。
　活動の場を NL に移してからは、ジャーナリストとしての存在感をさらに強めた。１９２０年代半ば
には、NL に掲載された記事を抜粋編集したエッセイ集を二冊１３出版した。この頃に、モード記者、
あるいはエッセイスト・ミレナとしてのより一層の地位を確立したのである。１９２６年１１月には、イー
ロフスカーらと写真誌『ペストゥリー・ティーデン（鮮やかな週）』Pestrý týden の創刊にも携わっ
た。その活躍は、その後１９２０年代終わりまで続いた。しかし、１９２８年の長女出産前後に痛めた右ひ
ざの治療の影響からか、筆も思うように振るわなくなり、１９２９年３月末を最後に NL に契約を解除
された１４。ところが幸いにも、その翌月からは、昔の縁で『リドヴェー・ノヴィニ（人民新聞、以
下 LN と表記する）』Lidové noviny （１８９３－１９５２， １８９８－）へ活動の場を移すことができた１５。
　ミレナが LN のモード・家庭欄で執筆の場を得たのは、彼女が NL で職を失った後、かつての上
司であり、彼女の才能を認めていたペロウトゥカ（Ferdinand Peroutka, １８９５－１９７８）にコンタクト
を取ったことがきっかけとされている１６。ただし、当該紙では、ミレナのライバル的存在だったマ・
ファ（Ma－Fa: Marie Fantová, １８９３－１９６３）がすでに以前から執筆していたことから彼女とトラブル
となり、１９２９年４月から１９３０年６月１日までの期間、わずか１年余りで辞職した。
２．ミレナが想定した読者
２－１．読者の性別、年齢および社会層
　ミレナがモード記事を書くうえで想定していた読者像を解明することが本稿の主題である。ミレ
ナはその記事の中で、自分の想定する読者、あるいは自分が誰に向けて書いているのかを繰り返し
明確に記述していたため解読が可能となる。ミレナがどのような層の読者を対象としていたかを明
確にすることによって、彼女の記事を分析する意義がより明快になり、またその記事に対する理解
が深まるといえよう。
　ミレナの記事にはたとえば、次のような読者像が描かれている。「あなたが朝、仕事へ急ぐ、朝
はひどく寒く、霧が一面に広がり［…］１７」というくだりがある。この表現から朝早く仕事へ出か
ける読者の姿を想定していることは明白である。また、サラリーマン家庭の主婦、幼い子どもを持
つ女性、若い少女たちなども具体的に想定していたことが記述からわかる。１９２５年１０月１８日付の記
事には、次のように記述している。
とりわけ何か有益なことをしているとき、たとえば料理をするとか、工場で働くとか、ある
いは子どもたちをお風呂に入れるとか、家族全員のために洗濯物の片づけをするとか、そう
いうときに美しくあることを忘れないでいるのは良いことである。お父さんが身を粉にして、
重圧とともにわずかばかりの金銭を稼いでいるときであっても、あるいは子どもたちが成長
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し、栄養面や衛生面で子どもたちに不足がないような生活を考えることが最優先であっても、
お母さんが化粧品を買うのは良いことだろう、なぜなら女性には美しくいる義務があるから
である。ギムナジウムや講義、あるいは作業場に通い、どうやって自立しようかと考えてい
る若い娘たち［…］１８。
　「料理をし、子どもたちをお風呂に入れ、洗濯物の片づけをする」、これらの行為は明らかに、
幼い子どもを持つ母親のものである。また、その夫はどうかというと、「身を粉にして、重圧と共
にわずかばかりの金銭を稼いでいる」。まさに、ストレスに耐えながら働くサラリーマン像が浮かぶ。
また、「工場で働く」とある。チェコ（ボヘミア、モラビア、シレジア）の工業人口は、１９２１年の
統計によれば、４０．０５％であり１９、工業に従事する人々が多かった。当時の肉体労働人口が３割を
超えているというデータもある２０ことから、ミレナが肉体労働者を全く想定していないとは言えな
いが、主に想定しているのは、むしろ頭脳労働者とされる事務職である可能性が高い。統計的にみ
ても、女性の労働人口に対する未婚者対既婚者の割合が５５．８１％対２０．３３％で２１未婚者が上回ってい
る上、事務職女性の８７．７３％が未婚者で、肉体労働女性の未婚率６３．７１％を上回っている２２。つまり、
働く女性の多くが未婚女性であり、またその多くが事務職に従事していたのである。
　さらに、以上の女性像に加え、「ギムナジウムや講義、あるいは作業場に通う」若い少女たちも
含めて年齢層を考えるならば、１０代後半から３０代半ば頃の女性たちだといえる。「ギムナジウムや
講義に通う」という点から、１０代後半の女子学生を想定していることは明らかであり、また主婦層
や小さな子どもを育てている世代を考えるならば、３０代中頃までが考えられる。１９２１年の統計では、
２０代前半までの女性では２５．２％しか既婚者がいないのに対して、２０代後半の女性では既婚者の割合
が５５．７％と逆転している２３。また３０代全体では７２．５％にまで増えていることを考えると、子育て世
代は２０代後半から３０代前半と考えられる。この世代はまた、１９１９年末から活動を始めた１９２０年代の
ミレナの年齢（２３歳から３４歳）と合わせて考えると、彼女とほぼ同世代の女性たちであったことも
付け加えておくべきであろう。
　このようにミレナは、１９世紀以前に考えられた旧中間層（農工商業自営層）に加え、新たに台頭
したサラリーマン層を含む、いわゆる新中間層（以下、中間層）２４の若年世代の女性たちを想定し
ていたということができる。
　ミレナがこのような中間層を想定した背景には、産業構造と政治体制の大きな変化があった。
チェコは、第一次世界大戦終結およびハプスブルク帝国解体後の１９１８年に、スロヴァキアとともに
チェコスロヴァキアとして独立を果たした。そのことによって、大きな社会的流動を促す雇用機会
が急激に拡大された。たとえば、政府、官僚、役所、軍隊での職は、それまでドイツ語話者が支配
的であったが、国家独立に伴い、チェコ語話者が採用の主体となった２５。また、スメイルズの指摘
によれば、１９２１年の国勢調査の際には、分類上存在しなかった「zřízenci: 下級の非肉体労働者２６」が、
１９３０年の調査の際に加えられた。その理由について国勢調査結果には、「大量生産の増大およびサー
ビス産業の拡大に伴い、専門的あるいは監督的職種が増え、一般の肉体労働者よりも専門および監
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督的な職に就くものの給与の増額や雇用の安定がもたらされたから」という内容の注記が付せられ
た。これらの専門および監督職は、新たな社会階層を形成したとされている２７。
　ミレナに話を戻せば、彼女が中間層を想定した記述は初期の頃からあった。次に挙げる１９２１年５
月２９日の記事においても述べられている。
私は、ここで、１０００着もの服を挙げたくはない。私が念頭に置いている女性は、一定の収入
や苦労、あるいは家庭や暮らしの心配事を抱え、最低限のことをこなすのに精いっぱいな女
性たちである２８。［下線筆者、以下同様］
　記事の中で直接的に「念頭に置いている」と述べ、自らがどのような読者を想定しているのかを
明記した。そして彼女が想定している読者とは、収入が一定のもので、日々の家事や生活に追われ
ながらも精一杯生きている女性たちであった。
　すなわちミレナは、明らかに富裕層は想定していなかった。ただし、新聞記事を読む余裕がある
ことは想定している。つまり、新聞を購読したり、ましてや服装を気にしたりする余裕のない層ま
では想定していなかったはずである。ちなみに、この頃のチェコ（ボヘミア、モラヴィア、シレジ
ア）全体の女性の識字率（読む以上の能力）は９６．９１％であり、男性の９７．５６％と比べてもさほど変
わりはなく、当時としては極めて高い識字率であった２９。そのため、新聞を読むか否かは、時間的
経済的な余裕や社会情勢、生活への関心の有無にあったといってよい。中間層はその意味において
新聞の読者層であり、ミレナはまさに、そうした社会や自身の生活に関心を持った中間層に向けて
書いていたのである。
２－２．中間層に向けた思い
　では、いったいそのような女性たちに向けてどのような思いで書いていたのであろうか。それに
ついてもまた彼女は、自らの文章にはっきりと記述した。
それから、ほんとうに、わたしは富裕層のためだけに書いているのではない。むしろその反
対で、わたしは例えばドレスについて書くときはいつでも、次のような人々を念頭に置いて
いる。きれいな格好をしたいと思っていながら、そのお金のない人々（私は、このような感
情を極めてよく分かっている）。それから、わたしが、何がモダンかということについて書
くときはいつだって、素晴らしいスカートにまつわるどんな法則にしたがえば、わずかな技
術でぼろ布から素敵なスカートにつくりかえることができるかということを想定しながら書
いている３０。
　この引用から、ミレナがどのような読者を対象としていたかだけではなく、ミレナがどういう目
的意識を持ってモード記事を書いていたかまでが明らかとなる。つまり、モードが富裕層の特権で
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はなく、日々の生活に追われる中間層の女性たちも享受すべきだと考えていた。また、彼女たちの
生活および経済状況に対してモードはいかにあるべきか、すなわち、彼女たちに見合うモードとは
何かについての提案も目的とした。
　モードは決して富裕層だけのものではない。中間層の女性たちには、富裕層のまねではなく、自
分たちのモードを享受してほしい、そのことが１９２０年代を通してミレナの念頭にあったのである。
　しかしミレナ自身は、記事の中で何度かそのことを読者に理解してもらえないという苦悩を吐露
していた。読者からの批判は、ミレナの記事で扱う服が高価なものであるという内容だった。たと
えば１９２１年１２月１１日付の記事では、ミレナが記事で取り上げるドレスは素敵だが高い、もっと中間
層の家計に寄り添った内容を書くべきだという内容の手紙が編集部に届いていたことを明かしてい
る。それに対して、「なぜ中間層の女性たちが富裕層の女性たちより粗悪なドレスを着るべきだと
いうのかわたしには理解できない」と反論した３１。ミレナが中間層を対象としながらも、一部の読
者に理解されないほどの高価なドレスを扱っていたのはなぜなのだろうか。彼女の反論は一度では
なかった。
　しかし反論の際に、彼女は決して、自らが高価なドレスを取り上げていること自体については否
定していない。高額なドレスであることは認めた上で、それを中間層の女性たちに薦めたのだ。そ
の反論と理由について、たとえば次のような記述がある。
これら三つのトータルでのコンビネーションは、だいたい８０００から１００００コルナの値がつく。
ただし、一年の間その服だけで間に合うのだ。もしあなたが、完璧なドレスを二着持つこと
よりも、急ごしらえで安物のドレスを何着も持つことを優先するのであれば、それはとにか
く誤りだ。年間８０００コルナは誰でも、どんな女性でも稼ぐことができる（またもや：わたし
は自分の経験から述べているのであって、わたし自身、家の片づけをし、料理もきちんとこ
なしたうえで、その額を稼いでいる。しかもそれに対してなんらのひどい骨折り仕事をして
いるわけではない）３２。
　年間８０００コルナや１０００コルナという金額について、ミレナはどんな女性でも稼ぐことができると
述べているが、当時として決して安くないどころか、非現実的な金額だったといえる。「zřízenci 下
級公務員等、下級の非肉体労働者」の給料は、１９３１－３２年の報告でさえ、平均年収１５，５５１コルナと
言われている３３。年収の半分以上の服を一着買うという発想は、現代に至っても、庶民に受け入れ
られるとは考えにくい。
　したがって、彼女がここまでの金額のものを提示することに対して、おそらく彼女自身もその過
激さを認識していたはずである。あえて過激な言い方をすることによってインパクトを与え、安物
でなく、高いが品質の良いものを長く大事に着る習慣を身に着けさせることを目的とした。と同時
に、服装から敷衍して生活全般においても同様の考えを浸透させる意図を持っていたのである。
　モード記事を書くにあたっていかなる読者を想定したか、その説明的な記述は、記者として駆け
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出しの１９２０年代初めに多く見られる。しかし、ミレナが後の１９２０年代半ばに一世を風靡した NL に
おいても３４、あるいは陰りを見せた１９２０年代終わりの LN においても３５、終始一貫して同様の記述が
見られる。つまり、彼女の読者に対する思いや想定する読者像は、初期から１９２０年代の終わりまで、
すなわちモード記者として活動した期間、一貫して変わることはなかったのである。
　ミレナ自身は、歯科医で大学教授を勤め地元の名士でもあった父を持ち、裕福な家庭に生まれた。
それにもかかわらず、彼女はあえて中間層を想定した。その背景には国家の独立も関係するだろう。
彼女が女性たちに訴えたメッセージやその思いからは、女性たちを啓蒙する意図が読み取れる。つ
まり、独立後ますますその存在の重要性が高まった中間層の女性たちに自らの理想の現代女性像を
伝えるという使命感を抱いていたのである。そこには父に与えられた先進的な教育も大きく影響し
ていたことであろう。
　ただし、筆者は、ミレナが女性解放運動のような形で女性たちを牽引していたという視点では捉
えていない。もっとも、ミレナ自身、記事の中でも男女平等に関する議論に対して否定的な見解を
示している３６。ミレナは直接的な手法で先導していたのではなく、モード欄あるいは家庭欄にこだ
わった。それが中間層の女性たちにとってもっとも身近なメディアだったからである。それゆえに
ミレナはモードを、中間層の女性たちを啓蒙する格好の媒体として利用したのである。
おわりに
　ミレナ・イェセンスカーは、カフカの恋人として有名である以前に、数多くの記事を残した、戦
間期のチェコスロヴァキアにおいて大変有名なジャーナリストであった。当時は、アンケートなど
も手掛け、読者との頻繁な交流も図り、「ミレナ」の名で多くの読者、特に女性読者の人気を得た。
一方で、批判も少なからず受けた。賛否両方の意見を受けることは、いずれにしてもその記事に対
する反響が大きかったことを意味し、彼女の言動に少なからぬ影響力があったといえる。それゆえ
に、彼女が記事を書く際に想定した読者層は、今後彼女の記事を読み解く上で重要である。
　本稿では、こうした影響力を持ったジャーナリストであるミレナが、中間層の１０代後半から３０代
半ばの若年層の女性を想定して記事を書いていたことを明らかにした。モードを語る際になぜ、富
裕層ではなくあえて中間層を相手にしたのか。それは、彼女自身が、中間層の若年世代の女性たち、
国家のこれからの未来を担うべき女性たちに、ある種の判断力養成を意図していたからだといえる
のではないだろうか。
　本稿では触れていないが、ミレナは自らのことを世間一般で想定されるいわゆるモード記者と
は異なる異端の存在として「悪いモード記者３７」と認識していた。彼女にとってモードは、「美し
さや優美さよりも低い位置づけ３８」であった。そしてモード記者は、ただ流行を伝えるのではなく、
世間にモダンとして流行、流通するものを、きれいなものとそうでないものに分類して伝えるべき
存在だと捉えた３９。つまりミレナは、モード記者について、モードという身近な素材を用いて世間
の考えを整理して伝える、すなわち導く存在として認識していたのである。
　本稿で考察したように、ミレナが中間層の若年世代の女性に向けて記事を執筆していたことは、
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今後の彼女の著作研究だけではなく、チェコの文化史やメディア文化史、ジェンダー史、あるいは
カフカ研究にも重要な示唆をもたらすことであろう。
注
１　ミレナは、執筆活動においていくつものペンネームを使用していたが、その中で最も多く使用されていた
のが「ミレナ」である。また、カフカからの手紙がきっかけとなって知られるようになったせいか、日本
の研究者の間でもすでに「ミレナ」が定着している。そのため、本研究においても姓の「イェセンスカー」
ではなく、名の「ミレナ」を呼称として用いる。
２　ミレナの著作研究は、チェコスロヴァキアの共産党政権崩壊後の１９９０年代以降にチェコ人研究者やイギリ
ス人研究者ヘイズによってようやく着手された。２０１３年現在においても、記事の数は１０００以上という漠然
としたものであり、正確な数は把握されていない。また、彼女の著作全体について詳細は明らかになっ
ていない。Kathleen Hayes. The Journalism of Milena Jesenská: A Critical Voice in Interwar Central Europe. New 
York, Oxford: Bergahahn Books, ２００３, p. viii A Note on the Text）.
３　カフカがミレナに宛てた書簡集『ミレナへの手紙』は二人の没後１９５２年に初めて刊行されたが、最初の
出版地はカフカが暮らしたプラハではなく、西ドイツのフランクフルトであった。（Franz Kafka. Briefe an 
Milena, hrsg. Von Willy Haas, Frankfurt a M.: S. Fischer, 1952.）その後、１９５９年には邦訳も出版されるなど、各
国語に翻訳された。チェコスロヴァキアでもチェコ語に翻訳された。当地で初めて刊行されたのは政治
体制に改革の動きがあった、いわゆる「プラハの春」の年、１９６８年のことである。（Franz Kafka. Dopisy 
Mileně. Praha: Academia, １９６８. ）ちなみに、注５で紹介する Černá（ミレナの長女）による伝記も初めて出
版されたのは１９６９年であるが、ソ連による弾圧を受けた後だったため、書店に置かれることなく発売禁止
処分を受けた。Jana Černá. Kafka’s Milena. Translated by A. G. Brain. London: Souvenir Press, １９８８,  p. １３.
４　Margarete Buber-Neumann. Kafkas Freundin Milena. München: Gotthold Müller, １９６３.
５　ミレナの略歴については、先行研究である次の五つの伝記を参考にした。マルガレーテ・ブーバー＝ノ
イマン『カフカの恋人 ミレナ』田中昌子訳、平凡社、１９９３年［Margarete Buber-Neumann. Ibid. の邦訳
書］、Jana Černá. Adresát Milena Jesenská （Druhé české vydání）. Praha: Concordia, １９９１、 Jaroslava Vondráčková. 
Kolem Mileny Jesenské. Praha: Torst, １９９１、 Marta Marková-Kotyková. Mýtus Milena: Milena Jesenská Jinak. Praha: 
Primus, １９９３、 松下たえ子編訳『ミレナ 記事と手紙――カフカから遠く離れて』みすず書房、２００９年。
６　父ヤン・イェセンスキー（Jan Jesenský, １８７０－１９４７）は、１９３４年刊行の百科事典にも載るほどの著名人であ
る。Ottův slovník naučný nové doby: Dodatky k velikému ottovu slovníku naučnému: Díl třetího svazek prvý. Praha: 
Nakladatelství J. Otto, １９３４, str. １８８.
７　１８９０年９月に中欧初の女子ギムナジウムとして創立された。創立者は、チェコの女性解放の立役者でもあり、
愛国主義者としても知られる作家クラースノホルスカー（Eliška Krásnohorská, １８４７－１９２６）。彼女は連作交
響詩『わが祖国』などで知られる作曲家スメタナ（Bedřich Smetana, １８２４－１８８４）のオペラのチェコ語の脚
本も手掛けた人物である。ミネルヴァの卒業生が初めて大学の学位を取得したのが１９０１年であり、翌１９０２
年にはミネルヴァ出身の医学博士が誕生した。Derek Sayer. The Coast of Bohemia: A Czech History. Princeton: 
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Princeton University Press, １９８８, p. ９０.
８　１９１９年２月に創刊された日刊紙。イギリスの新聞に触発された進歩的なチェコ系ユダヤ人の若者を中心に
創刊された独立系の新聞であった。Zdeněk Kárník. České země v éře První republiky （１９１８－１９３８）: Díl první. 
Vznik, budování a zlatá léta republiky （１９１８－１９２９）.  Praha: Libri, ２００３., str. ３４０－３４１, お よ び Petr Bednařík, Jan 
Jirák,  Barbara Köpplová. Dějiny českých medií: Od počátku do současnosti. Praha: Grada, ２０１１, str. ３３１－３３２. 
９　もとはフランス語で feuilleton（フイユトン）。１９２０年代当時のチェコではフランス語と同じ綴りであった
が、現在のチェコ語では fejeton と綴る。チェコ語の発音では「フェイェトン」と表記するのがもっとも近い。
１９世紀にフランスからヨーロッパ中に広まった文芸欄でイギリスでは連載小説に発展したが、チェコ語
の辞書によれば「新聞の下欄に書かれるユーモラスで惹きつける記事、エッセイ」とされている。Slovník 
spisovné češtiny pro školu a veřejnost. Praha: Academia, １９９４,  str. ８９. 
１０　これまで、１９１９年１２月２０日のエッセイ「ウィーン」が最初の記事とされてきたが、１９１９年の秋ごろか
ら、ミレナは当該紙においていくつかの翻訳を行っている。ペンカロヴァーによれば、フランシス・ジャ
ム（Francise Jammese, １８６８－１９３８）やフランツ・ヴェルフェル（Franz Welfel, １８９０－１９４５）の詩を訳してい
た。また筆者の調査では、シャルル・ペギー（Chales Péguy, １８７３－１９１４）の詩の翻訳も見つかった。Lenka 
Penkalová. Rubriky pro ženy v denním tisku ２０ . let ２０ . století a jejich autorky: Olga Fastrová, Marie Fantová, Milena 
Jesenská, Staša Jílovská a Zdena Wattersonová. Doktorská práce, Praha: FSV UK, ２０１１, str. ８９. 
１１　NL は、チェコの新聞史のなかでももっとも歴史のある日刊紙の一つとされる。創刊当時はハプスブルク
帝国の統治下にあり、当時のチェコ系の政党、青年チェコ党（Mladočeši. 通称。正式名称は国民自由党 
Národní strana svobodomyslná）の機関紙としての役割を果たしていた。独立後、青年チェコ党は、チェコス
ロヴァキア国民民主党 Československá národní demokracie と名前を変えたが、機関誌としての NL はそのま
ま存続した。本紙は、独立前からの長い伝統から、民族主義的な傾向が強い保守派の新聞である。発行部
数はそれほど多くはなく３万部程度（日曜版はさらに１万部程度多い）であったが、読者には政財界のエ
リートが少なくないため、影響力も大きかった。Kárník. Ibid., str. ３２７－３２８.
１２　Mary Hockaday. Kafka, Love, and Courage: The Life of Milena Jesenská. Woodstock, New York: The Overlook Press, 
１９９５., p. ８６.
１３　１９２６年に、Cesta k jednoduchosti（『シンプルへの道』）、１９２７年に、Člověk dělá šaty（『人が衣装をつくる』）を刊行。
日本語未訳。
１４　右ひざを痛めた理由については諸説あるが、いずれにしても出産前後の１９２８年とされている。その痛み止
めとしてモルヒネを使用した結果、その後１０年間モルヒネ中毒に苦しむことになった。ブーバー＝ノイマン、
前掲書、１８０頁、および Hockaday, Ibid., p. １３６
１５　LN は、１８９２年にブルノ（Brno、現チェコ共和国第二の都市）にて、モラヴィア人民進歩党 Moravská 
lidopokroková strana の機関紙として創刊された。ほどなくしてプラハにも編集部を立ち上げ、政党の機関
紙から独立した。当時の編集長ペロウトゥカは、ミレナが駆け出しのころに勤めた『トゥリブナ』でも記
者兼編集長として活動していた。彼は、ジャーナリストおよび編集者としてチェコのメディア史において
欠かすことのできない、非常に重要な人物である。また本紙では、世界的に有名な作家、カレル・チャペッ
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ク（Karel Čapek, １８９０－１９３８）も執筆していた。LN はチェコの新聞史上においてつねに主要紙の一つとし
て重要視されてきた日刊紙である。Kárník, Ibid., str. ３３２. 
１６　Hockaday, Ibid.. p.１４０. ただし、ホッカデイの著書では論拠が提示されていないため、真相は不明である。
１７　ミレナ「喜ぶための義務」『シンプルへの道』１９２６年、３６頁。Milena. „Povinnost k radosti“, Člověk dělá šaty, 
Praha: F. Topič, １９２７, str. ３６.［原文 :Třeba utíkáte ráno do práce, ráno je strašně zmrzlé a plné mlhy ［…］］
１８　ミレナ「装飾的な対象？」１９２５年１０月１８日付 NL、１０面。Milena. „Dekorativní předmět?“, NL, str. １０. ［原文 : 
Hlavně když dělá něco užitečného, třeba vaří, nebo pracuje v továrně a koupe děti a spravuje prádlo pro celou rodinu, 
je dobře aby nezapomínala být okrasnou. V době, kdy se táta dře a vydělává s napětím sil málo peněz, a v době, kdy 
dorůstají děti a je třeba především myslit na to, jak zařídit život, aby jim nechybělo na výživě a hygieně, bude dobře, 
nakoupí-li máma líčidel, protože má žena povinnost být okrasná. Mladé děvče, které chodí do gymnasia, přednášek 
nebo dílny a stará se o to, jak by se stalo samostaným, ［…］］
１９　農林漁業人口３１．５５％。モラヴィア、シレジアを除くボヘミアだけをみれば、工業人口４０．９９％、農林漁業
人口２９．６９％とさらに差が大きい。ただし、スロヴァキアの農業人口の割合が高いため、チェコスロヴァキ
ア全体でみると農林漁業人口３９．５７％、工業人口３３．８％と、農林漁業人口の割合が高くなる。Tab. ８. Třídy 
povolání v zemích Československé republiky podle příslušnosti k povolání. In: Sčítání lidu v republice československé 
ze dne １５ . Února １９２１ : II. Díl （Povolání obyvatelstva） 4 . část （Československá republika）, Praha: Státní úřad 
statisticky. １９２７, str. １０. ［チェコ統計局資料：表８ チェコスロヴァキア共和国内の職種別職業階級］
２０　カールニークは、当時のチェコにおける工業労働人口の割合は統計上１５．９３％であるが、母数には幼児や学
生、高齢者なども含まれており、職業従事者４３％に対する割合をみれば工業労働者は３６．６％に上ると指摘
している。Kárník, Ibid., str. ３０１. 
２１　残りは死別２２．７３％、離婚者１．１３％である。Tab. １２５. Rodinný stav obyvatelstva podle poměru k povolání se 
zřetelem k pohlaví v číslech poměrných. In: Sčítání lidu v republice československé ze dne １５ . Února １９２１：  II. Díl 
︵Povolání obyvatelstva︶ ４ . část ︵Československá republika︶ , str. １１０.［チェコ統計資料：表１２５ 就業別および性
別による婚姻区分率］
２２　Tab. １３０. Rodinný stav výdělečně činných v kombinaci s věkem a pohlavím podle postavení v povolání v číslech 
poměrných. In: Ibid., str. １１３. ［チェコ統計局資料：表１３０ 職位による年齢及び性別別職業従事者の家族構成率］
事務職において既婚者の占める割合は８．７９％であり、事務職はほぼ未婚者が占めていたといってよい。ま
た、肉体労働において既婚者が占める割合は２０．８３％であり、肉体労働に関しては、結婚後も続ける割合が
高かったといえる。
２３　Tab. ３. Obyvatelstvo podle rodinného stavu od konce １９. století （z １０００ osob daného věku） ［表３：家族構成にも
とづく１９世紀終わりからの人口統計（当該年齢の千人当たりの割合）］チェコ統計局ＨＰ上に掲載の１９２１
年 ２ 月１５日 の 統 計 資 料。（http://notes3.czso.cz/sldb/sldb.nsf/i/５４６３F５７５７D６５０２７AC１２５６E６８００４６DBFB/$File/
tabulka3.pdf［２０１３年９月２４日１５時５０分最終閲覧］）本文中で次に示される３０代全体の統計も当資料を典拠と
する。
２４　新中間層とは、１９世紀以前の農工商業自営層から成る旧中間層に対し、２０世紀以降台頭した、ホワイトカラー
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とも呼ばれるサラリーマン層を含むものとして、１９世紀以前のものと区別する意味で用いられている。ブ
ラウン『新中間層』によれば、「新中間層」という用語自体は、１９０６年に発行された月刊誌『新しい時代』
Die Neue Zeit（発行地：シュトゥットガルト）の標題ですでに使用されているようだが、用語として定着
したのは、アメリカ（Ｃ．Ｗ．ミルズ）やドイツ（Ｓ．ブラウン）を中心に新中間層をめぐる議論が高まっ
た１９５０年代以降である（Ｓ． ブラウン『新中間層』鈴木幸寿・田中義章訳、誠信書房、１９６８年、８および
６８頁）。１９２０年代当時のミレナは「新中間層」と呼んでいなかった。その代りに、後に引用する通り、「中
間層 střední vrstev」という語を用いていた。本稿では、１９５０年代以降ではなく、主として１９２０年代につい
て論じていることから、以後、ミレナが用いたとおり、サラリーマン層を含めた意味で「中間層」を用いる。
２５　Maggie Smales. “Class, Estate and Status in the Czech Lands １９１９－１９３８”, In: Arthur Marwick （ed.）. Class in the 
Twentieth Century. Brighton: The Harvester Press, １９８６,  p. ７２.
２６　スメイルズの定義 Smales, Ibid., p. ７６. チェコ語の辞書『標準チェコ語辞典』によれば、「下級部門公務員。例 : 
工場事務員、鉄道員、郵便局員 státní nebo veřejný zaměstnanec nižší kategorie: tovární z., železní z., poštovní 
z.」Slovník spisovného jazyka českého IV: V-Ž Doplňky a opravy. Praha: Academia, １９７１, str. ８５７. また、『大チェ
コ英辞典』では、「手伝い、使用人、助手、従業員 help, servant, assistant, employee」と訳されている。Ivan 
Poldauf. Velký česko-anglický slovník. Čelákovice: WD Publications, １９９７, str. １１１９. 
２７　Smales, Ibid., p. ７６. 
２８　Ｍ．Ｊ．「あらゆる機会向けのドレス」１９２１年５月２９日付『トゥリブナ』別刷『モードニー・レヴュ』第
３号、１面。M. J. „Šaty k různým příležitostem“, Tribuna-Modní revue, ２９．５. １９２１, č. ３, str. １. ［原文 : Nechci 
zde vypočítat garderobu za tisíce. Mám na mysli ženy, které, odkázány jsouce na určité přímy, zatíženy, starostmi o 
domácnost a živobytí, mohou si právě to poříditi, co je nejnutnější.］
２９　Tab. ４. Gramotnost obyvatel starších ５ let podle pohlaví a národnosti k １５．２.１９２１［表４：５歳以上の人口におけ
る性別および民族ごとの識字力］チェコ統計局ＨＰ上に掲載の１９２１年２月１５日の統計資料。（http://notes3.
czso.cz/sldb/sldb.nsf/i/F0F４９３A５０８D2A７２６C１２５６E６６００４CAA7B/$File/tab4_２１.pdf［２０１３年９月２４日１４時３７分最
終閲覧］）以上のデータをもとに筆者が識字率（読む以上の能力）を割り出した。また、読み書き両方の能
力もみても、その割合は高く、女性９６．１４％、男性９７．３５％であった。
３０　ミレナ・Ｊ．「モード、虚栄心、そして女性の義務について」１９２１年８月１４日付『トゥリブナ』別刷『モードニー
・レヴュ』第１４号、１面。Milena J. „Něco o modě, ješitnosti a ženské povinnosti.“, Tribuna-Modní revue, １４．８. 
１９２１, č. １４, str. １. ［ 原 文 : A pak, opravdu, nepíši jen pro zámožné. Naopak, mám vždy na mysli, píši-li o šatech, 
lidi, kteří by se rádi oblékli pěkně a nemají na to peněz （ já to znamenitě znám, ten pocit, pane）. A píši-li o tom, co 
je moderní, píši vždy s tím předpokladem, že podle jakéhosi světem daného zákona o nádherných sukních možno s 
trochou dovednosti přistřihnout sukničku z hadříčku: ale rozkošnou.］
３１　 ミ レ ナ・ Ｊ「 コ ー ト 」１９２１年１２月１１日 付『 ト ゥ リ ブ ナ 』 別 刷『 モ ー ド ニ ー・ レ ヴ ュ』 第３１号、 ３
面。Milena J. „Pláště.“, Tribuna-Modní revue, １１．１２. １９２１, č. ３１, str. ３. ［原文 : Podotýkám jen, než budu mluviti 
dále: o odpovědech na otázník redakce, který byl nedávno abonentům rozeslán, došlo mne několik výtek, že šaty, 
který popisuji, jsou sice pěkné - ale drahé. A několik výzev, abych své pokyny přizpůsobovala finančnímu rozpočtu 
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středních vrstev. ［...］ A nechápu, proč ty ženy středních vrstev měly by nositi horší šaty než bohaté ženy; ［…］.］
３２　ミレナ「大金を持たない女性のための衣装一式」１９２２年４月１６日付『トゥリブナ』別刷『モードニ ・ーレヴュ』
第４９号、４面。Milena. „Úplná garderoba pro ženu, která nemá mnoho peněz.“, Tribuna-Modní revue, １６．４. １９２２, 
č. ４９, str. ４. ［原文 : Tyto tři úplné kombinace stojí sice ８０００ až １０．０００Kč［takto napsáno］. Vystačíte však s nimi celý 
rok. Je to prostě chyba, dáváte-li přednost mnoha šatům, spíchnutým a laciným, přede dvěma dokonalými. Osm tisíc 
ročně si může vydělat, každý člověk, každá žena （zase: mluvím z vlastní zkušenosti, vydělám si tu sumu, přes to, že 
uklízím, spravuji a vařím a nestojí to žádné tragické námahy.）］
３３　当時の貨幣価値で１ポンドおよそ１４０コルナ。Smales, Ibid., p. １０２
３４　ミレナ「モードへの態度」１９２５年５月７日付 NL、５面。Milena. „Stanovisko k modě.“, Národní listy, str. ５. に
おいて、「もちろん、経済的に制限のない富裕層もいる。しかしわたしはそのような人々に向かって話して
いるのではないし、そのような人々はいたって少ない！わたしは、まず一番には人生についてあれこれ悩み、
その次に良い空気や清潔な家について、そして自分の子どもの衛生的な成長を、次に良い本や音楽、それ
からようやくドレスについて悩む、そういった女性たちに向けて話をしているのだと想定している。」と
述べている。［原文 : Jsou ovšem lidé bohaté, kteří mají neobmezené možnosti finančí. Ale k těm nemluvím a těch je 
tak málo! Předpokádám, že mluvím k ženám, které mají především starosti o život, pak starosti o dobrý vzduch, čistý 
byt, o hygienickou výchovu svých dětí o dobrou knihu, o hudbu a pak teprve o šaty.］
３５　１９２９年４月１４日付 LN、２４面掲載の記事「誰のために新聞にモード記事を書いているのか」Milena. „Pro 
koho píšeme o módě do novin“, LN, １４．４. １９２９, str. ２４. でも次のように述べている。「つまり、新聞における
モード記事は、実はモードが相手にしていない人々を対象としているのだ。なぜなら、ドレス以外はどれ
もモードとはいえないからである。平均的な仕事を得て平均的な給料を受け取っている平均的な人間がモー
ドにしたがった服装ではいられない。しかし上等な服を持つことはできるのだ。」平均的な人間とは、中
間層の人々を指す。［原文 : Tedy je módní hlídka v novinách vlasntě pro lidi, pro které není móda. Neboť všechno 
ostatní není už móda, nýbrž šaty. Průměrný člověk s průměrnou prací a průměrným platem nemůže být oblečen podle 
módy. Ale může mít znamenité šaty.］
３６　１９２３年２月１７日付 NL、１面に掲載のフェイェトン「女性解放運動についていくつかのかなり遅れた記述」
Milena Jesenská. „O té ženské emanciaci několik poznámek velice zaostalých.“, NL, １７．２. １９２３, str. １. において、
自分のような貧しい記者の取るに足らない記事であり、社会論争に加わるつもりはないと断ったうえで、
男女の平等あるいは同等の権利というならば、それには生物学的に同等の能力が必要であるが、男女のそ
れは異なるため、その結論は自ずと明快のように思える、という趣旨の見解を示している。［原文 :Tedy o 
té rovnoprávnosti muže a ženy, vždycky - podotýká, že celý tento feuilleton je nejskromnější mínění chudé žurnalistky, 
kterou jsem a žádným příspěvkem k sociálnímu sporu - mi to připadalo velice prosté: k rovnému či stejnému právu je 
třeba stejných výkonů. K možnosti stejných výkonů je třeba stejných schopnosti.］
３７　ミレナ・Ｊ「髪型」１９２１年９月２５日付『トゥリブナ』別刷『モードニー・レヴュ』第２０号、１面。Milena 
J. „Účesy.“, Tribuna-Modní revue, č. ２０, ２５．９. １９２１, str. １. ［原文（注３１も含む）: Přiznávám se, že jsem špatná 
modní referentka: záleží mi na modě mnohem méně, než na půvabností, prostotě a ladnosti.］
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３８　ミレナ・Ｊ「髪型」
３９　Ｍ．Ｊ．「シルクドレス」１９２１年４月２４日付『トゥリブナ』９面。M. J. „Hedvábné šaty.“, Tribuna, ２４.4.１９２１, 
str. ９. ［原文 : mojí úlohou modní referentky je právě: roztříditi modení na pěkné a nepěkné.］
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